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1.はじめに
日本列島は南北に長く、冷温帯から温帯、亜熱帯まで森林の構成樹種は多種多様であることから、森林土壌の窒素動

態も変化に富んでいる。また、気候変動にともなう窒素動態の変化も地域により差があることが予測され、森林土壌を
取り巻く環境変化が窒素循環に与えるメカニズムや要因を明らかにすることは重要である。本研究では、日本列島の各
地の 30余サイト選定し、室内および野外で窒素無機化速度の測定を行う。また、あわせて土壌の理化学的性質も測定し
窒素無機化速度との関係を求めることで、広域マッピングにつなげることを目的としている。今回は、全国 34サイトの
基礎的な情報として、土壌の化学的性質について報告する。

2.方法
2012年 10-11月に、各サイトに約 20× 20 mの範囲で 5つのプロットを設置し、各プロットの鉱質土層 0-10、10-30、

30-50 cm深より化学分析用の土壌試料を採取した。採取した土壌は、pH(H2O)(生土:水＝ 1:1.25)の測定を行った。また、
水抽出 (生土:水＝ 1:5)を行い、溶存イオン濃度 (Ca2+、Mg2+、K+、Na+、NH4

+、Al3+、Cl−、NO3
−、SO4

2−)および
溶存有機態炭素 (WSOC)濃度を分析した。

3.結果と考察
全サイトにおいて、土壌 pH(H2O)はおおむね表層から下層へ深くなるに従い上昇する傾向がみられた。表層 0-10 cm

深の pH(H2O)は最低値が 3.5(芦生)、最高値が 8.0(富士北麓)と幅広い分布がみられたが、深くなるに従い変動幅が狭く
なった。反対に、NO3

− および Ca2+ は表層の濃度が高く、下層に行くにつれ、低下する傾向がみられた。Cl− および
Na+ は秋田、与那など海岸沿いのサイトで著しく濃度が高かった。
イオンバランス (陽イオン合計-陰イオン合計)を算出すると、正の値をとるプロットが大部分であり、多くのサイトで

陰イオン不足がみられた。イオンバランスと WSOCの関係をみると正の相関関係がみられ、有機酸で陰イオンの不足
を補っていると考えられた。また、イオンバランスに対するWSOCの傾きがサイト間で異なり、土壌の pH(H2O)の低
いサイトほど傾きが高く、より有機酸の溶出が多いことが伺われた。以上のことから、土壌中の水溶性イオン、WSOC、
pH(H2O)が相互に関係していることが示唆された。
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